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「福島県の妊産婦の皆様の健康を見守ります」

妊産婦に関する調査は、東日本大震災及び東京電力福島第一原
子力発電所事故以降の福島県の妊産婦の皆さまのこころやからだ
の健康状態を把握し、不安の軽減や必要なケアを提供することを
目的に開始されました。

妊産婦に関する調査 目的妊産婦に
関する調査

妊産婦に関する調査とは（福島県立医科大学放射線医学県民健康管理センターウェブサイト）より作成
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調査年度 対象者
年度 万 人 人
年度 万 人 人
年度 万 人 人
年度 万 人 人 対象者
年度 万 人 人 人 人
年度 万 人 人 人 人

ご回答数

ご回答数

【調査方法】
対象となる妊産婦の方へ調査票をお送りし、回答いただきます。
（ 年度調査より、回答は郵送またはオンラインで受付）
主な調査項目は、次のとおりです。
・妊産婦のこころの健康度
・現在の生活状況（避難生活、家族離散の状況）
・出産状況や妊娠経過中の妊産婦の健康状態
・育児の自信
・次回妊娠に対する意識

【対象者】
毎年度、県内で母子健康手帳を交付された方、調査期間内に県外で母子健康手帳
を交付され、県内で里帰り分娩をされた方。

妊産婦に関する調査 概要（ ）妊産婦に
関する調査

福島県立医大放射線医学県民健康管理センターウェブサイト、第34回福島県「県民健康調査」検討委員会資料より作成

出産約4年後に
フォローアップ調査を実施

年度 万 人 人 人 人
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【調査の流れ】

福島県立医大放射線医学県民健康管理センターウェブサイト、妊産婦に関する調査リーフレットより作成

【 年度妊産婦に関する調査】 年度調査からオンライン回答を始めています。

●本調査
① 年８月１日から 年７月 日に福島県内の市町村から母子健康手帳を交付された方
②上記期間に福島県外で母子健康手帳を交付された方で、福島県で里帰り出産された方
●フォローアップ調査（２回目）

年度調査に回答いただいた方

妊産婦に関する調査 概要（ ）妊産婦に
関する調査
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第 回福島県「県民健康調査」検討委員会資料より作成

妊産婦に関する調査 支援実績と内容妊産婦に
関する調査

【支援対象者の推移】
調査票にご回答いただいた方のうち、記載内容から支援が必要と判断された方
を対象に専任の助産師等による電話やメール支援を行っています。

【電話による相談内容】
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妊産婦に関する調査 わかってきたこと（ ）妊産婦に
関する調査 最新の調査結果： へ

【早産率、低出生体重児率、先天奇形・先天異常発生率】

第34回福島県「県民健康調査」検討委員会資料より作成

早産率、低出生体重児率、先天奇形・先天異常発生率は全国調査の値や一般的な水準と変わり
ませんでした。



環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（令和元年度版）」　第 10 章 健康管理

【 “次回の妊娠・出産をお考えですか？” の設問に「はい」と答えた方の推移】

妊産婦に関する調査 わかってきたこと（ ）妊産婦に
関する調査

第34回福島県「県民健康調査」検討委員会資料より作成

最新の調査結果： へ

※ 年度調査は 設問項目なし

「気分が沈みがち」「物事に興味がわかない」
という設問に、両方あるいはいずれかに当ては
まると回答された方の割合

【妊産婦のうつ傾向の推移】

妊産婦さんのうつ傾向は
徐々に減ってきています

年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

（ 年度調査回答者に対して 年度に実施）

（ 年度調査回答者に対して 年度に実施）

（ 年度調査回答者に対して 年度に実施）


